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第 251回産業セミナー

関西系商社草創期の人材形成
─伊藤忠商事と安宅商会のケース─

木　山　　　実 
近代関西経済の発展とアジア・アフリカの国際関係史研究班　委嘱研究員 

関西学院大学　商学部　教授

　筆者は大学院生の時から、商社史、特に戦前期日本の貿易業界・経済界に君臨した三井物産

について研究してきたものであるが、近年は商社史から派生して、商社史と並行する形で農商

務省の海外実業練習生制度についても研究を進めてきた。今回の産業セミナーでは、我々の研

究班のテーマに合わせて、関西系商社である伊藤忠商事と安宅産業（安宅商会から 1943年に

社名変更）の２社をとり上げた。

　伊藤忠商事は、最近では三菱商事・三井物産とともに三大商社と呼ばれることもあるようだ

が、近年その精力的な躍進ぶりがメディアでもしばしば報道されている。一方、安宅産業はカ

ナダでの石油事業の蹉跌を直接的な契機として破綻し、1977年に伊藤忠商事に合併された商

社である。

　伊藤忠商事の創業者初代伊藤忠兵衛は幕末にすでに国内商業を始めていたが、その伊藤忠が

自社の事業として貿易部を設置したのは 1904年であり、また安宅も同年に創業して貿易事業

に参入した。幕末開港で始まった近代日本の貿易は、明治時代に入っても日本に到来する外国

商人（外商）に依存する状況が続き、それゆえ日本の貿易での日本商人（内商）取扱率はきわ

めて低い数字で推移した。その中で外商による一方的な契約破棄や商品買い叩きなどの横暴も

あり、日本では明治前期から貿易での権限を内商側に奪還せんとする商権回復運動が官民挙げ

て展開された。そして明治前期には京浜地区を中心に、日本人が経営する商社がいくつか設け

られたが、明治期の商社経営は非常に困難であり、三井物産など一部の商社を除いて、明治中

期にはほとんどが破綻したのである。この内商取扱率の低さや商社経営の困難性に関連して、

当時しばしば人材確保の難しさが指摘された。そのような時代的背景の中で明治後期に貿易業

に参入した伊藤忠と安宅が貿易業参入の草創期に、貿易業を展開するための人材確保が難しい

中で、人材面の課題をいかに克服したのかを今回のセミナーでは考察した。

　伊藤忠については、明治後期から大正期にかけての同社の海外展開のキーマンとして石黒昌

明と井上富三の２名を挙げた。石黒昌明は東亜同文書院の卒業生であり、同校で養われた中国

語スキルをもって伊藤忠の中国展開で活躍した。井上富三は東京高等商業学校卒業生として伊

藤忠に入った最初の人であり、同社のフィリピンでの出張所開設や国内業務の管理部門で活躍

した。キーマンと捉えたこの２人が伊藤忠に入社したのは２代目伊藤忠兵衛の補佐役とみられ
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てきた伊藤竹之助が招き入れたのであろうと指摘した。石黒昌明は東亜同文書院に進学する前

に、滋賀商業学校で伊藤竹之助と同期生であり、また井上富三はその伊藤竹之助と同じ福井県

遠敷郡の出身で、いわば竹馬の友であった。このキーマン２人を伊藤忠に招き入れた伊藤竹之

助の功績を再評価すべきであろう。

　安宅については、創業者安宅弥吉を支え安宅商会の柱石をなしたといわれた西川与一郎に注

目した。西川与一郎のキャリアを追うと、彼は安宅弥吉と同じ石川県の出身で、金沢商業学校

を出て神戸高等商業学校に進学・卒業後、安宅商会に入ったが、すぐに郷里の石川県に戻って

母校の金沢商業学校で、おそらくは教員として勤務していた時期があり、さらに安宅商会で勤

務したことがわかる。創業期の安宅商会には石川県出身者が多く入り、また金沢商業学校の卒

業生も多かったが、これは一時金沢商業で勤務した西川与一郎の影響があったのではないかと

みられる。伊藤忠でのケースも含めて、高等教育機関のみならず中等の教育機関にも注意する

必要があるといえるだろう。
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木木山山 実実
1969年 京都市生まれ
1997～2001年：愛知大学経済学部

（担当：日本経済史）
2001年～現在：関西学院大学商学部

（担当：経営史）
大学院の時からの研究テーマ：

商社史（三井物産など）

最近は商社史と並行して
農商務省の「海外実業練習生」制度
の研究
この研究の一環で、
名簿の収集をやっていました。 東京高商一覧の表紙

関関西西系系商商社社草草創創期期のの人人材材形形成成
－－伊伊藤藤忠忠商商事事とと安安宅宅商商会会ののケケーースス－－

木山 実
（関西学院大学）

関西大学経済・政治研究所産業セミナー 2022年6月25日（土）
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名簿類
①『学校一覧』：東京高等商業学校一覧 など

（インターネット「国会図書館デジタルライブラリー」で閲覧可）
②各校の卒業生名簿（同窓会名簿）
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本日のセミナー
「名簿学」の観点から関西系商社
伊藤忠商事
安宅産業（もと安宅商会）：1943年社名変更

をとりあげます。

伊藤忠兵衛 伊藤忠兵衛 安宅弥吉
（初代） （2代）

1842～1903 1886～1973 1873～1949

出典）大木保男『総合商社と世界経済』（東大出版会、1975年）p.39。

1977（昭和52）年
伊藤忠商事が安宅産業を合併
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11．．明明治治時時代代のの「「商商権権回回復復運運動動」」
幕末開港
1853年 ペリー来航
1854年 日米和親条約
1858年 日米修好通商条約 ⇒安政五ヶ国条約
1859年 横浜・長崎・箱館で貿易開始

居留地貿易

内商 外商

内商取扱比率
1874（明治7）年 輸出0.6％ 輸入0.3％
1877（明治10）年 輸出3.6％ 輸入1.6％

安宅弥吉
1873～1949

石川県金沢出身
東京高商1895年卒

（初代）
伊藤忠兵衛
1842～1903
滋賀県豊郷村

出身

（2代）
伊藤忠兵衛
1886～1973

初代忠兵衛の次男
旧名「精一」
初代逝去時17歳

滋賀商業学校1904年卒
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明治末期には内商取扱比率が50％を超えた!！
貿易業界で「商権自立」の達成が実感
されたのは大正時代に入ってから

明治時代の貿易商社にとっては、
人材の確保がきわめて重要

大倉組商会

髙田商会
三井物産会社
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明治政府が海外支店長に日本人を充当するよう要請
⇒政府に従順でなければ御用商売に従事できない

■海外支店勤務者＝現地の言葉を話せないといけない
⇒明治時代に整備された学校の卒業者（学卒者）を充当

①三井物産：商法講習所（現一橋大）、慶応義塾など
時代が降るにつれて全国の学校に拡大

②髙島屋：地元の京都商業学校
東京高等商業学校（現一橋大）

時代が降るにつれて
沼津商業学校、神戸高等商業学校（現神戸大）
などに拡大
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漢口の信昌洋行主任：石黒昌明
東亜同文書院・商務科1908（明治41）年6月卒。本籍滋賀。

2

中村信太郎
石黒昌明

『伊藤忠商事100年史』より

2017年ノーベル文学賞を受賞

1960年 父の仕事の都合で渡英

石黒昌明の伊藤忠入社を契機に、これ以後、
東亜同文書院出身者の伊藤忠入社が続く カズオ・イシグロ

（1954～）

孫
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）の卒業生名簿（のち
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家系図は【伊藤忠商事100年史】p.36より

晩年時

①［戦前期企業経営史の研究］高等教育機関のみならず中等の教育機関
にも注目する必要性

②［伊藤忠の研究］伊藤竹之助の功績を再評価
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（3）安安宅宅商商会会創創業業期期にに入入社社ししたた人人々々
氏名 入店年月 出身校 本籍
中戸安次郎 日下部商店より入店 大阪高商（明31） 和歌山県
南　俊二 　〃 大阪高商（明36） 大阪府
川上儀七郎 　〃 大阪高商（明37） 大阪府
立身徹夫 　〃
野口三郎 　〃
高橋捨松 　〃
奥村清三郎 明治37年8月 大阪高商（明37） 大阪府
藤田辰蔵 明治37年11月 大阪高商（明33） 大阪府
久永与吉 明治37年12月
茶谷保三郎 明治38年8月 東京高商（明38） 石川県
安宅喜一 明治38年8月
稲川一郎 明治38年8月
密田一郎 明治38年8月
川村幸次 明治39年6月 金沢商業（明39） 石川県
西川与一郎 明治40年4月 金沢商業（明36）→神戸高商（明40） 石川県
岡村喜与 明治40年4月 大阪高商（明40） 山口県
倉鋪忠治 明治41年3月 大阪高商（明41） 徳島県
横野卯朔 明治41年3月 金沢商業（明41） 石川県
伊東秀太郎 明治41年3月 大阪高商（明41） 大阪府
安宅　武 明治42年11月 東亜同文・商務（明42） 石川県
越田栄吉 明治43年1月 金沢商業（明39） 石川県
太田　実 明治43年4月 金沢商業（明38） 石川県

出所）氏名と入店年月
は『安宅産業60年史』

p.29による。
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安宅弥吉を支えた2人の柱石
■松下傳吉編（1940）『人的事業大系（海運・貿易篇）』での記載
• 茶谷保三郎 石川県出身、東京高商（明治38年卒）
• 西川与一郎 石川県出身、神戸高商（明治42年卒）
■西川与一郎の金沢商業学校同窓会会員名簿（昭和10）での記載

明治36年卒（1期生）、勤務先は安宅商会（大阪市）
■西川与一郎の「神戸高商一覧」での記載
• 西川与一郎の神戸高商卒年は明治40年
• 神戸高商一覧（明治40-42）では西川の勤務先は「安宅商店（大阪市）」。
• 神戸高商一覧（明治44-45）では西川の勤務先は「金沢商業学校」。
• 神戸高商一覧（明治45-大正2）では「西川改安宅与一郎」勤務先は「金沢
商業学校」。

• 神戸高商一覧（大正5）では勤務先が「安宅商店（大阪市）」

28

金沢商業学校出身で神戸高商に進んだ西川与一郎が卒業後、
いったん安宅商会に入ったが、郷里の母校（金沢商業）教師
となり、しかも一時、安宅家に養子入りしていた……？
⇒金沢商業学校から定期的に採用する契機になった？

松尾資松 明治43年4月
高宮与吉 明治43年4月 金沢商業（明43）
山田卯吉 明治43年5月
岡村勘吉 明治43年5月
岡田　瀞 明治43年5月
大塩丑太 明治43年5月
北沢直哉 明治43年5月
日外〈アグイ〉芬一明治43年5月
越田浜吉 明治43年5月
篠田冨男 明治43年5月 神戸高商（明41） 長野県
山田貞蔵 明治43年5月
岡本信次 明治43年6月 大阪高商（明41） 大阪府
多賀二夫 明治43年8月 東亜同文・商務（明42） 大阪府
塩谷伊佐久 明治43年11月 大阪高商（明41） 大阪府
松村　繁 明治44年4月 大阪高商（明44） 大阪府
河合得二 明治44年4月
臼井三郎 明治44年4月 金沢商業（明44） 東京府
達本権太郎 明治44年4月 金沢商業（明44） 石川県
伊藤才太郎 明治44年10月
木村基一 明治45年2月 大阪高商（明42） 兵庫県
立川勘市 明治45年3月 大阪高商（明45） 岐阜県
井上辰蔵 明治45年4月
神田正吉 明治45年5月 金沢商業（明45） 石川県

①安宅商会の拠点である大阪出身者、
および大阪高商出身者が多い。

②安宅弥吉の郷里石川の出身者、
および金沢商業学校出身者が多い。
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• その他、各校名簿類。

30

今日の結論
• 名簿類をみることで、社史が把握していないこ
とがわかることもある。

• 特に高等教育機関のみならず、中等クラスの学
校にも眼を配る必要性。


